
11  ⁄  7金
13:30~17 :30

開催日時

マイドームおおさか

2025

１階  展示ホールA （大阪市中央区本町橋2番5号）

会場

参加費無料

　関西の 2 府 6 県 4 市の 12 自治体
からなる関西広域連合では、2050 年カー
ボンニュートラル ・ 脱炭素社会の実現に向
けて、 「関西脱炭素社会実現宣言」 を発
出しました。
　オール関西で脱炭素社会を実現でき
るよう、 関西の事業者や団体など多様
な主体が連携を図る機会創出の場とし
て、 「関西脱炭素フォーラム 2025」 を開催
します。

お申し込み方法

申込フォームまたは QR コードよりお申込みください。
https://forms.gle/FuKVjqWPBf84Fvsr7

申込〆切 2025 年11月4日
定　員 300 名（先着順）

① 名前
② ふりがな
③ メールアドレス
④ 所属名
⑤ 部署名
⑥ 所属の住所（または居住地）

フォームをご利用いただけない方は、 必要事項を
ご記入の上、 問い合わせ先までメールをお送りください。

脱炭素に関する講演、事業者による取組事例紹介第　　部１

出展者による脱炭素に関する取組紹介を、 会場全体で行います。
気になるブースを訪れ、 担当者との交流 ・ 名刺交換等を行っていただけます。

展示ブースでの交流・ネットワーキング第　　部2

プログラム

公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会14:10 ~ 基調講演②

大阪・関西万博における脱炭素の取組事例紹介と取組成果

GX をめぐる国・関西の動向と企業向け支援策等について
経済産業省　近畿経済産業局13:40 ~ 基調講演①

関西電力株式会社14:35 ~ 取組事例紹介①

関西電力における2050年のゼロカーボン社会実現に向けた取組

山陽製紙株式会社 15:05 ~ 取組事例紹介②

循環型社会に貢献する山陽製紙の脱炭素経営

火

（13:00開場）

滋 賀 県　　京 都 府　　大 阪 府　　兵 庫 県
奈良県　　和歌山県　　鳥取県　　徳島県
京 都 市　　大 阪 市　　堺 市　　神 戸 市 06-6881-1133T E L

06-7777-2261F A X
jimukyoku@econetkinki.orgE-mail

NPO 法人エコネット近畿
（近畿環境市民活動相互支援センター）

お問い合わせ先 （業務委託先）主催

https://kansai-datsutanso-months.studio.site

　「KANSAI 脱炭素months」 では、 11 月から 12 月
を推進期間と位置づけ、 期間内に関西圏で開催される
脱炭素に関するイベントの情報を集約 ・ 発信することで、
関西全体の脱炭素化を一層促進します。 パソコンやス
マートフォンで閲覧できるイベントカレンダーもホームページ
で公開中。 ぜひご活用ください！

「 KANSAI 脱炭素 months 」展開中！

● 情報掲載をご希望の方は、
「 K A N S A I  脱 炭 素 m o n t h s 」
HP からお申込ください。

経済産業省近畿経済産業局、 環境省近畿地方環境事務所
公益社団法人関西経済連合会後援



プログラム詳細 2025

主催者挨拶13:30 ~ 
第 

　
　 

部

近畿 2 府 5 県を管轄する地域ブロック機関として、 現在の国の動
向や、 2050年のカーボンニュートラル実現に向けた企業向けの支援
策などについて、 ご紹介いただきます。

GX をめぐる国・関西の動向と企業向け支援策等について
経済産業省　近畿経済産業局
資源エネルギー環境部　カーボンニュートラル推進室長

織田 貴士 氏

13:40 ~ 14:10
基 調 講 演

関西電力における2050年のゼロカーボン社会実現に向けた取組14:35 ~ 15:05
取 組 事 例 紹 介 ②

循環型社会に貢献する山陽製紙の脱炭素経営15:05 ~ 15:35
取 組 事 例 紹 介 ③

大阪・関西万博における脱炭素の取組事例紹介と取組成果

「EXPO グリーンチャレンジ」 や大阪 ・ 関西万博会場内で実施し
ている脱炭素の取組を通して見えてきた成果や、 脱炭素社会実
現に向けた今後の展望についてご紹介いただきます。 

公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
持続可能性局長

永見 靖 氏

水素を含むゼロカーボン電力供給や、 陸海空の新たなモビリティ
への取組など、 大阪 ・ 関西万博でも取り組んだ 「エネルギーの
未来」 をご紹介いただきます。

関西電力株式会社
理事 ソリューション本部 副本部長（開発部門統括）

児玉 智 氏

循環型社会への貢献を理念に掲げスタートした事業である、オフィ
ス古紙のアップサイクルサービス 「PELP!（ペルプ）」 や中小企業
版 SBT 認証取得に取り組まれた背景や経緯、 CFP 算定の取
組等についてご紹介いただきます。

山陽製紙株式会社

企画開発部 CSR 室マネジャー　武田知子 氏
営業本部長　梶野嘉毅 氏

14:10 ~ 14:35
取 組 事 例 紹 介 ①

展示ブースでの交流・ネットワーキング

展示ブースエリアにて、 脱炭素に向けて取り組む企業、 団体、 行政機
関等に出展 ・ 取組紹介をいただきます。 それぞれのブースで情報交換
など交流いただき、 オール関西で脱炭素社会の実現を目指します！

15:55 ~ 17:30

Osaka Metro 中央線
「堺筋本町駅」
ー　1 号出口から徒歩 6 分

京阪電鉄 「天満橋駅」
ー　東改札口から徒歩 10 分

Osaka Metro 谷町線
「谷町四丁目駅」
ー　4 番出口から徒歩 7 分

Osaka Metro 堺筋線
「堺筋本町駅」
ー　12 号出口から徒歩 6 分

会場アクセス

● 展示ブースの出展申し込み受付中！
詳細は QR コードまたは下記 HP をご覧くださ
い。 【申込締切】 10/1（水）まで
https://www.kouiki-kansai.jp/koikirengo/jisijimu/kankyohozen/carbonoffset/10528.html

「カーボンニュートラル先進技術フォーラム」の開催！
KANSAI 脱炭素 months 関連イベントの紹介

　関西広域連合では、 市場拡大や関連ビジネスの創出が期待される 「水素 ・ 燃料電池、 蓄電池等のカーボンニュー
トラルに資する技術」 をテーマにフォーラムを開催します。
大学等の研究機関や企業の研究成果紹介のほか、 発表者との意見交換の場となる交流会を設けております。

（今年度 ・ 過去の開催情報は下記 HP からご覧ください。）
● https://www.kouiki-kansai.jp/koikirengo/jisijimu/sanshin/omonatorikumi/greenbunya/index.html

令和 7 年 12 月 2 日（火）日時

場所
大阪工業大学 梅田キャンパス
 OIT 梅田タワー
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